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Abstract
　　Recent advances in studies on long-term changes in precipitation amount and its character-
istics in the world and its regional aspects are reviewed.  According to the IPCC Fourth Assess-
ment Report（IPCC, 2007）, global annual land precipitation has increased about 1.08‒1.10 mm 
per decade since 1901.  Precipitation amount mainly increased in middle and high latitudes.  In-
creases in winter precipitation are obvious in Eurasia, North America and northern Europe.  On 
the other hand, decreasing tendency are observed in southern Europe, northern Africa, and 
South and Southeast Asia.  There is no evident trend in Oceania and Central America.  Although 
a long-term increasing trend is seen in the global land average precipitation, there are distinct 
decadal-scale temporal variations in precipitation time series. 
　　It is expected that precipitation characteristics, such as precipitation frequency, and intensi-
ty, will increase because of an increase in the water holding capacity of the atmosphere in a fu-
ture warmer world.  Changes in precipitation characteristics have been investigated in many re-
gions around the world.  The frequency of heavy precipitation has tended to increase in several 
countries in the middle and high latitudes during recent decades.  In Central America and the 
Caribbean region, interannual variations related to SST variations in the tropical Pacific and the 
tropical Atlantic were observed. 
　　The contribution of very wet days to annual total precipitation across the globe has sharply 
increased in recent decades.  However, daily precipitation data used for investigating on the pre-
cipitation characteristics are very limited, particularly, in African and Southeast Asian regions.  
Thus, the long-term changes in precipitation characteristics presented in a number of recent 
global and regional reports are not very reliable for these regions.  Data rescue activity, particu-
larly, for the first half of the 20th century is urgently needed in such sparse data regions, as Afri-
ca and Southeast Asia.
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I．は じ め に

　多くの気候モデルの結果で，地球温暖化時には
気温の上昇により大気中の水蒸気量が増加し，ま
た海水温の上昇により蒸発量が増加するため，全
球平均降水量が増加すると指摘されている
（Trenberth et al., 2003 ; IPCC, 2007など）。一方，
IPCC（2007）による降水量の解析結果では， 
1970年以降にみられる急激な全球平均での地上
気温上昇に対応するような全球平均での降水量の
変化は認められず，降水量に対する地球温暖化の
影響は必ずしも明瞭ではない。本報告では，松
本・山本（2007）の報告に，IPCC（2007）をは
じめとする最近の世界各地での研究成果や，著者
らによる新たな解析結果などを加えて，過去の観
測結果から得られる世界各地における最近の降水
量，および降水特性の長期変化の特徴を，主に豪
雨の発生傾向に着目して概観する。

II．降水量の変化

　IPCC（2007）では，CRU（Mitchell and Jones, 

2005）と GHCN（Peterson and Vose, 1997）の
二つの降水量データセットを使用して，陸上にお
ける年降水量の長期的な変化傾向を評価してい
る。その結果，CRUデータでは 10年あたり
1.10 mm（統計期間 1901 ～ 2002 年），また
GHCNデータでは 10年あたり 1.08 mm（統計
期間 1901～ 2005年）と，統計的に有意な増加
傾向が認められた。しかし，年降水量は単調に増
加しているわけではなく，近年の急激な気温上昇
に対応するような変化は認められていない。年降
水量はピークが 1950年代に出現した後に，1970

年代から 1990年代前半にかけて減少し，近年再
び増加しており，全体として数十年スケールでの
変動が卓越している（図 1）。
　降水量の長期変化傾向を地域別にみると，北米

中央部および東部，ヨーロッパ北部，アジア北
部，中央アジア，南米南部で顕著な増加が認めら
れる。特にユーラシア・北アメリカ・ヨーロッパ
北部での冬季の増加傾向が顕著である。逆に南
ヨーロッパと北アフリカから東南アジアにかけて
の熱帯地域では減少傾向にある。また中央アメリ
カ・オセアニアでは，一貫した変化傾向はみられ
ない（IPCC, 2007）。アフリカ・サヘル地方の降
水量は，1960年代以降顕著な減少傾向にあった
が，1990年代は 1980年代前半に比べて，サヘ
ル地方平均での降水量が約 50 mm程度回復した
（Nicholson et al., 2000 ; Dai et al., 2004）。
　また，降水量には長期的な変化傾向のほか，十
年ないし数十年スケールでの変動もみられる。
Kripalani and Kulkarni（1997）によると，東
南アジアにおいては，赤道に近い所では十年程度
で多雨期と小雨期が入れ替わるが，赤道からやや
離れた地域では，多雨期・少雨期はそれぞれ 30

年ほど継続する傾向がある。一般に長期的傾向の
変化量に比べ，十年～数十年スケールでの変動の
方が変動幅は大きく，長期変化傾向の解析を難し
くしている。また Kripalani et al.（2003）は， 
1871～ 2001年の 131年間の期間では，全イン
ドの夏のモンスーン期の降水量には，地球温暖化
の影響は認められないとした。全世界のモンスー
ン地域について 1948～ 2003年の期間での降水
量変化を既存のグローバル・データセットからま
とめたWang and Ding（2006）は，世界の陸上
モンスーン地域では降水量が減少傾向にあるもの
の，1980年以降にはめだった傾向はみられない
こと，他方で海洋上のモンスーン地域で降水量が
1980年以降に増加傾向にあると報告した。
　地球温暖化の降水量への影響は，月や年単位以
上の長期間での平均値だけでなく，平均値から大
きくはずれた極端な値の出現，すなわち異常多雨
や異常少雨の頻発としてあらわれる可能性があ

Key words： global warming, climate change, precipitation amount, precipitation characteris-

tics, heavy precipitation

キーワード： 地球温暖化，気候変化，降水量，降水特性，豪雨



 826―　　―

る。気象庁（2005）によると，1901～ 2004年
における月単位での異常多雨（上位 1～ 3位）
と異常少雨（下位 1～ 3位）は，異常多雨がヨー
ロッパ・北アメリカ・南アメリカ南部地域で増加
する傾向にあり，異常少雨が南アメリカ南部や
オーストラリア東部域で減少する傾向にある。一
方，インド域では異常多雨・異常少雨ともにめ
だった傾向はみられない。

III．豪雨発生の変化

　地球温暖化の影響はまた，数日以下の短い時間
スケールでの降水強度にもあらわれ，豪雨など極

端な現象が増えることが予想されている（Tren-

berth, 1999 ; Trenberth et al., 2003 ; IPCC, 2007

など）。Iwashima and Yamamoto（1993）は，日
本とアメリカ合衆国での近年の豪雨増加傾向を指
摘してこの種の研究の先鞭をつけた。Easterling 

et al.（2000）は，その後の世界各地での研究を
総括して豪雨発生の傾向の分布を世界地図上にま
とめ， Groisman et al.（2005）は，それを改訂し
た図を示した。IPCC（2007）は，さらに最近の
研究成果をレビューして図を再改訂した（図 2c）。
多くの地域で増加傾向がめだつものの，詳細に地
域的にみると必ずしも傾向は一様ではない。

図 1 1900～ 2005年にかけての GHCNデータによる全球陸域平均年降水量偏差の時系列（IPCC, 
2007）．

偏差は，1981 ～ 2000 年の平均値からの差であり，単位は mm．スムースな曲線は十年から
数十年スケールの変動を示し，それぞれの曲線は GHCN（Peterson and Vose, 1997），PREC/L
（Chen et al., 2002），GPCP（Adler et al., 2003）， GPCC（Rudolf et al., 1994）and CRU（Mitchell 
and Jones, 2005）の各データセットによるものである． 

Fig. 1 Time series of annual land precipitation anomaly based on GHCN data for 1900‒2005（IPCC, 
2007）. 

The anomaly is the difference from mean precipitation between 1981 and 2000. Smoothed lines indi-
cate decadal to inter-decadal variations. Each smoothed lines is based on GHCN（Peterson and Vose, 
1997）, PREC/L（Chen et al., 2002）, GPCP（Adler et al., 2003）, GPCC（Rudolf et al., 1994）and 
CRU（Mitchell and Jones, 2005）, respectively.
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図 2　世界の陸上における降水特性の変化（IPCC, 2007）．
（a）1951 ～ 2003 年の期間における，非常に強い豪雨日（95 パーセンタイル）の降水量が年降水量に占める
割合のトレンド．単位は 10 年あたりの％．（b）非常に強い豪雨日（95 パーセンタイル）の降水量が年降水
量に占める割合の，長期平均値（1961 ～ 1990 年）からの偏差の全球陸域平均の時系列．単位は％．図中の
赤い曲線は十年から数十年周期変動を示す．（c）世界の陸上における観測データによる最近数十年間以上の
期間における豪雨の長期変化傾向の分布．アミかけした国がデータのある国で，＋は増加傾向を－は減少傾
向を示す． 

Fig. 2　Changes in precipitation characteristics over the global landmass（IPCC, 2007）. 
（a）Spatial distribution of trends in the contribution of very wet days to annual precipitation for 1951‒2003. Unit is 
percent per decade.（b）Anomaly time series of the contribution of very wet days to annual precipitation over land. 
Base period is 1961‒1990. Unit is percent. Red line indicates decadal to inter-decadal variations.（c）Long-term 
tendency of heavy precipitation over the worldwide. Countries examined are shaded, and ＋（－）indicate increasing
（decreasing）trend.
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　ヨーロッパ全域の研究（Klein Tank and Kon-

nen, 2003）では，中部ヨーロッパや旧ソ連のヨー
ロッパ域を中心に 1946～ 1999年の期間に豪雨
日の降水量が年降水量に占める割合が増加してい
る地点が多い。またヨーロッパ・ロシアやスカン
ジナビア諸国でも年降水量・豪雨頻度ともに増加
傾向にある（Groisman et al., 2005）。地中海沿
岸の多くの地域で年降水量が減少しているにもか
かわらず，豪雨による降水量の割合が増加してい
る（Brunetti et al., 2001 ; Alpert et al., 2002 ; 

Maheras et al., 2004）。一方，イギリスでは冬季
には強い降水が増加する傾向にあり，夏季には強
い降水が 1930年代以降 1960年代までは増加傾
向，それ以降は減少傾向にある（Osborn et al., 

2000）。スイスでは 20世紀全体を通して，秋季
や冬季に降水強度や豪雨頻度の増加傾向がみられ
る（Schmidli and Frei, 2005）。中東地域では，
豪雨の明瞭な変化傾向はみられない（Alpert et 

al., 2002 ; Zhang et al., 2006）。
　アフリカ大陸では，データの不十分さから研究
が立ち遅れている。ナイジェリアでは総降水量・
豪雨頻度ともに減少傾向がみられ（Tarhule and 

Woo, 1998），熱帯東アフリカでも同様の傾向が
指摘されている（Easterling et al., 2000）。アフ
リカ南部・熱帯西部アフリカでは，1961～ 2000

年について領域平均でみると降水日数と年最大日
降水量が統計的に有意な増加傾向を示す（New 

et al., 2006）。だが，地点ごとに変化傾向をみる
と，統計的に有意な増加傾向を示す地点は限られ
ている。
　アメリカ合衆国では 1910年以降，年間を通じ
て強い降水が増加する傾向にある（Karl and 

Knight, 1998）。Groisman et al.（2005）でも，
北アメリカ大陸東部では 1910年以降，アラス
カ・カナダ域では 1950年以降に豪雨発生の増加
傾向が確認されている。一方，豪雨増加傾向が顕
著な中部諸州における 1893年以降の長期変化で
は，全期間での増加トレンドが認められ，増加傾
向が特に最近 30年間に著しくなってきているこ
とも指摘されている。Kunkel et al.（2003）は，
1895年からのデータを解析し，同様に近年の豪

雨頻度の増加を指摘する一方，1900年前後の豪
雨頻度が1990年代と同程度に高いことも指摘し，
自然変動の重要性を示唆している。1940年代以
降のデータが得られるメキシコ中部では，夏の降
水量や中程度の豪雨は近年減少傾向にあるもの
の，強い豪雨は逆に増加傾向にある（Groisman 

et al., 2005）。
　カリブ海諸国では，1950年代以降，年最大 5

日降水量が統計的に有意な増加を示し，同時に年
最大連続無降水日数が減少している（Peterson 

et al., 2002）。Aguilar et al.（2005）は，1961～
2003年のデータを解析し，中米諸国では総降水
量には長期的なトレンドはみられず，年々変動が
顕著であると報告している。他方，非常に強い降
水は，統計的に有意に増加していることを指摘し
た。またカリブ海諸国・中米諸国においては，降
水量と熱帯太平洋・熱帯大西洋の海面水温の間に
相関関係を指摘している。
　南アメリカ大陸では，過去 70年間の良好な
データが得られるようになり，ここでも豪雨発生
頻度に増加傾向がみられた（Groisman et al., 

2005）。Haylock et al.（2006）は，南アメリカ
大陸の 1960～ 2000年の日降水量データから豪
雨を表現する各種の指数を求めた。総降水量と豪
雨を表現する多くの指標が，エクアドル，ペルー
北部，ブラジル南部，パラグアイ，ウルグアイ，
アルゼンチン北部と中部では増加傾向であった。
一方で，ペルー南部とチリ南部では総降水量も豪
雨も減少している。ブラジル北東部における増加
傾向は前世紀前半に顕著で，近年にはあまり変化
はみられない（Groisman et al., 2005）。
　オーストラリアでは，1910～ 1990年に東部
では年降水量・降水強度ともに増加傾向，南西部
では降水強度は減少傾向にあった（Suppiah and 

Hennessy, 1998）。1998年まで期間を延長した
研究でも，南東部での豪雨増加傾向，南西部での
減少傾向がみられている（Haylock and Nicholls, 

2000 ; Groisman et al., 2005）。一方，ニュー
ジーランドでは 1951～ 1998年の期間に豪雨頻
度の減少が報告されており（Salinger and 

Griffiths, 2001），他方，南太平洋の南太平洋収



 829―　　―

束帯（SPCZ）の周辺地域では，1961～ 2000年
の期間に豪雨頻度の増加が認められている
（Griffiths et al., 2003）。
　アジアに目を転じると，中国では 1951～
2000年において，上位 5％以上の日降水量の出
現頻度が南部・北西部で増加，北部では減少とい
う，地域ごとに異なった変化がみられる（Zhai 

et al., 2005）。夏の降雨について地域別にみた研
究（Endo et al., 2005）によると，特に揚子江域
と北西部で強い降雨の増加する傾向が顕著であ
る。一方，降水量が減少している東北部や北部で
は，強い降水が減少しているだけでなく，弱い降
水もそれ以上に減少している。概して相対的に強
い降水が降水量全体に占める割合は中国全域で増
加傾向を示している。またモンゴルでは，南部や
東部では中国と同様に豪雨の増加がみられるのに
対し，北部では減少傾向を示す地域もある（Endo 

et al., 2006）。 気象庁（2005）は，日本や韓国も
含めた東アジア域での 1951～ 2000年における
変化を示し，西日本や韓国東北部では，日降水量
50 mm以上の日数に減少傾向がみられるなど，
中国の同じ緯度帯と必ずしも同じ傾向にはないこ
とを指摘している。
　東南アジア域では，1960年以降，インドシナ
半島東部で豪雨が増加傾向にあるほか，フィリピ
ンやインドネシア・インドシナ半島西部でいずれ
も減少傾向にある（Manton et al., 2001）。ただ
し，山脈が南北方向に走り，夏と冬のモンスーン
の影響を受けるインドシナ半島であるのに，
Manton et al.（2001）において評価に使用され
た地点数は 21地点と少なく，この結果が東南ア
ジアでの広域的な変化傾向を十分に表現している
のか，疑問が残る。第 2著者の松本らが収集し
た東南アジア諸国の日降水量データおよび Endo 

et al.（2005），Endo et al.（2006）で使用した
日降水量データを用いて，東アジア・東南アジア
におけるより多くの地点でのデータを使用した年
降水日数と年平均降水強度の 1961～ 2000年の
期間における長期変化傾向を図 3に示す。イン
ドシナ半島・フィリピンに注目すると，年降水日
数はタイ・フィリピンでは減少傾向，ベトナム中

部・マレーシアで増加傾向を示すが統計学的に有
意ではない。年平均降水強度は，インドシナ半島
では弱い増加傾向がベトナム南部に，弱い減少傾
向がベトナム中部からタイ東北部にかけて分布す
る。またフィリピンでは太平洋側に弱い増加傾向
が，南シナ海側に弱い減少傾向がそれぞれ観測さ
れた。図は省略したが，夏のモンスーン，冬のモ
ンスーンに着目して季節ごとにインドシナ半島や
フィリピンでのトレンドの空間分布を検討する
と，明らかに山岳の走向や夏と冬のモンスーンと
の関連性が認められる。Manton et al.（2001）
よりも多くの地点の日降水量データを使用するこ
とにより，東南アジアにおけるモンスーンの挙動
に関して地域性をより詳細に検討できる。東南ア
ジア諸国における降水特性の経年変化について
は，後日別稿として報告する予定である。
　南アジア域では，インドにおいては 1910年以
降，東部を除いて全体的には豪雨が増加傾向にあ
る（Sen Roy and Balling Jr, 2004）。他方，Gos-

wami et al.（2006）は，インド気象局（IMD）
が近年公開した 1951～ 2000年の経緯度 1度グ
リッドの日降水量資料を使用して，夏のモンスー
ン期におけるインドの降水特性の変化を報告し
た。インド中央部では，モンスーン降水量には顕
著な変化傾向はみられないが，非常に強い豪雨
（日降水量 100 mm以上）の頻度とその降水量が
統計学的に有意な増加を示し，一方で日降水量が
5 mmから 100 mmの範囲の中程度の降雨での降
水日数が統計学的に有意な減少を示し，両者の変
化が相殺しあうことで，総降水量には変化が認め
られないことをみいだした。Klein Tank et al. 

（2006）は，中央アジア・南アジア諸国の 1961～
2000年の日降水量データから豪雨を表す各種の
指標を求めた。代表的な降水指標には，地域的に
一貫した変化傾向はみられず，非常に強い降水日
（95パーセンタイル以上）の指標だけが統計学的
に有意な増加傾向を示した。また総降水量への非
常に強い降水日の寄与率が統計的に有意に増加し
ている。
　日本における豪雨発生の長期変化については，
Iwashima and Yamamoto（1993）が，過去の上
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位 1位～ 3位の日降水量出現の長期変化を示し，
近年の増加傾向を指摘した。他方，松本・井上
（2005）は，1位の出現は 1950年代後半にもっ
とも多いことや，1～ 5位の出現には，1930年
代後半以降にはめだった増加傾向はみられないこ
とを示し，単純な増加傾向ではないことを示唆し
た。気象庁（2005）では，1901年以降 2004年
に至る全国 51地点における日降水量データを整
備し，上位 1位～ 3位の出現にはきわだった長
期変化傾向はみられないこと，2004年は過去最
大の日降水量最大値の出現年であったことを示し
た。季節別には秋に増加傾向が認められている。
日降水量 100 mm以上，200 mm以上の豪雨の
発生頻度にはいずれも全期間では増加傾向が認め
られるものの，1990年代の出現頻度と 1940年
代の出現頻度は同程度である。また，東京におけ
る時間降水量データによって，1890～ 1999年

における豪雨発生の長期変化を解析した Kanae 

et al.（2004）でも，1940年代と 1990年代の豪
雨は同程度の強さであり，1886～ 1999年の日
降水量を使用した高橋（2003）でも一方的な変
化ではなく，数十年スケールでの変動が卓越して
いることが示されている。
　これらの結果から，1970年代以降の日本にお
ける豪雨の増加傾向が，地球温暖化のような長期
的変化を反映したものなのか，あるいは数十年ス
ケールでの自然変動を反映したものであるのか，
現状での判断は困難である。また，地域的にみる
と，東京など首都圏で豪雨が増加している可能性
があり（藤部, 1998 ; 佐藤・高橋, 2000 ; 沖ほか, 

2000），降水強度の増加には，地球規模での温暖
化だけでなく都市化の影響も考えられる。1976 

年以降のアメダスデータを用いた山本（2006）
によると，夏季の北太平洋高気圧におおわれた日

図 3 東アジア・東南アジアにおける年平均降水日数（a）と年平均降水強度（b）の 1961 ～ 2000 年の期間
における長期変化傾向．

青い丸は増加傾向を，赤い丸は減少傾向を示す．トレンドは 40年間の気候値で規格化している．単位は％．

Fig. 3 Trends in annual number of wet days（a）and annual mean precipitation intensity（b）in East and South-
east Asia for 1961‒2000. 

Blue（red）circle indicates increasing（decreasing）trend. Trends are normalized by the long-term mean. Unit is 
percent.
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における日最大 1時間降水量は，関東平野中央
部や東京の都心部で有意な増加傾向を示すなど，
対流性降雨への都市の影響があらわれている可能
性がある。他方，気象庁が整備した観測開始以来
のデジタルデータを用い，1898～ 2003年のデー
タで日降水量・4時間および 1時間降水量の強度
別変化傾向を調べた Fujibe et al.（2005）では，
いずれの時間スケールでも強い豪雨の増加傾向が
みられた一方，都市にその傾向が強い事実は認め
られていない。
　Alexander et al.（2006）は，上述した地域研
究の一部において作成された豪雨を表現する各種
の指数をグリッド化した。最近の約十数年では，
全球平均でみると 95パーセンタイル以上の豪雨
によってもたらされる降水の総降水量に占める割
合が，明瞭に増加している（図 2a，b）。利用可
能な地点数においても，データの利用可能な年数
においてもデータが豊富な，北半球中・高緯度で
は，地域的な変化傾向も指摘できる。だが，Al-

exander et al.（2006）の Fig. 6，Fig. 7にある
ように，中・南アメリカ・アフリカ・アジア域を
はじめとする熱帯域はほとんどデータの得られな
い空白域となっており，地球全体での傾向を把握
する際の大きな障害となっていることが明白であ
る。

IV．お わ り に

　近年の世界の降水の変化傾向を，主に豪雨発生
の長期変化に着目して概観した。中・高緯度地方
においては，一部の例外を除いて豪雨の増加傾向
が顕著である一方，アフリカや東南アジア地域で
はむしろ減少傾向がみられた。多くの従来の研究
がデータ利用の制約から，20世紀後半のみを対
象としている。しかし，アメリカ合衆国や日本な
どでの 100年以上の期間での結果は，50年程度
の期間での結果と一致しない場合もあり，より長
期間での解析が望まれる。
　都市化やエアロゾルの増加など，地球温暖化以
外の局地的要因や，大気大循環や熱帯低気圧の経
路の変化などの大規模場の自然変動によっても豪
雨発生の変化は起こる。多くの気候モデルでの結

果が地球温暖化に伴う豪雨の増加を示唆している
ものの，過去における変化が，はたしてどの程度
まで地球温暖化に起因しているのか，さらに詳し
いデータやモデルを用いて，より定量的に検討し
ていくことが必要である。
　日本においても，日単位よりも細かい時間ス
ケールでの観測データは，近年まで 1960年以降
のデータしかデジタル化されていなかった。気象
庁による最近の全観測データのデジタル化は，
100年以上の時間スケールでの気候変化の検討に
重要で，すでに気象庁（2005）などに成果の一
部が発表されている。さらに，より詳細な地域的
変化特性の把握のために，アメダスよりも稠密な
観測網があった区内観測によるデータを掘り起こ
してデジタル化されはじめた（藤部ほか, 2007）。
このように，時間的にはより長く，空間的にはよ
り密なデータを過去の資料から整備していくこと
は，局地性の強い降水量の長期変化の研究にとっ
ては大変に重要で，今後はこれらのデータを用い
たより詳細な研究の進展が期待される。
　ここで，降水変動を評価する際にグリッドデー
タを使用する場合，グリッドデータを作成する際
に用いた地点データの量と品質，またグリッド化
の手法によっても得られる変化傾向は異なったも
のになることにも注意を払う必要がある。例え
ば，図 4はインドシナ半島における 6月から 8

月の平均月降水量のトレンドの空間分布図であ
る。図 4aは第 2著者である松本らが主に東南ア
ジア各国の気象台から収集した地点データから評
価した夏期（6～ 8月）の降水量の長期変化傾向
であり，気候値で規格化して図化した。統計期間
は 1961 ～ 2000 年（ミャンマーのみ 1966 ～
2000年）である。CRU TS2.1データ（Mitchel 

and Jones, 2005 ; 図 4b） と GPCC VASClimO

データ（Beck et al., 2005 ; 図 4c）では，インド
シナ半島の大半の地域ではトレンドは小さい。と
ころが GPCC データ（Rudolf et al., 1994 ; 図
4d）では，ベトナム中部では増加傾向が顕著で
あるのに対して，カンボジア南部・タイ西部・ア
ラカン山脈に顕著な減少傾向があらわれている。
この空間分布は，CRUデータ・GPCC VASCli-
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図 4 インドシナ半島における夏期（6 ～ 8 月）の降水量の長期変化傾向．（a）地点データ．（b）CRU 
TS2.1データ．（c）GPCC VASClimOデータ．（d）GPCC Full productsデータ．
統計期間は 1961～ 2000年．トレンドを 40年間の気候値で規格化して図示した．単位は％．

Fig. 4 Trends in summer（June‒August）precipitation over the Indochina Peninsula for 1961‒2000. 
（a）Using station data.（b）Using CRU TS2.1.（c）Using GPCC VASClimO.（d）Using GPCC Full 
products. 
Trends are normalized by long-term mean. Unit is percent.
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mOデータと大きく異なる。GPCCデータの作
成時に使用可能なデータをすべて使用しているた
めに，トレンドの細かな地域性が表現された可能
性もある。だが 3種類のグリッドデータにおい
て使用した地点数は異なる上に，グリッド化の手
法も異なるため，いずれのグリッドデータが現実
世界の変動をよりよく再現しているのかを判断す
ることは難しい。また IPCC（2007）によると，
前世紀後半（1951～ 2005年）における全球陸
域降水量のトレンドは，5つのデータセットに
よって 10年あたり－6.63 mmから 1.82 mmと
トレンドの値のバラツキが非常に大きく，時間的
にも空間的にも変動が大きい降水のモニタリング
の難しさを指摘している。
　世界的な視野からみると，グローバルなデータ
セットへのデータ提供が少ない東南アジアやアフ
リカにおける研究が立ち遅れている。一方で，東
南アジア諸国では，1950年代以前のデータは，
いまだにほとんどがデジタル化されていない状態
にある（例えばPage et al., 2004のFig. 1）。今後，
モンスーンアジア水文気候研究計画（MAHASRI）
などの国際研究プロジェクトの下で，現地機関と
の密接な連携の上でこれらのデータをデジタル化
し，より長期における信頼性の高いデータセット
を作成することに，重点的に取組んでいく必要が
ある。
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